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　当JAと准組合員との交流の場「JAきたそらち地域農業応援団」が立ち上げら
れ、６月18日、第１回応援団会議が開催された。

➡記事の詳細は２ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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　当JAでは今年度より、JAと准組合員との交流の場「JAきたそらち地域農業応援団」

を立ち上げ、JA管内に住む准組合員8名が入団した。

　「応援団」は、第29回JA北海道大会で定められた将来ビジョン「北海道550万人

と共に創る“力強い農業”と“豊かな魅力ある農村”」に基づいて決議された「食と農で

つながるサポーター 550万人づくりの拡充」の一つ「准組合員モニター会議」の実践として、応援

団活動における相互交流を通じ、准組合員及び地域住民の管内農業・JAへの理解・共感を深め、地

域の活性化や協同組合活動の発展に資することを目的に立ち上げられた。

　6月18日に、当JA本所大会議室で第1回応援団会議が開催され、応援団員やJA役職員など20

名が出席した。開会にあたり柏木孝文組合長は、「准組合員を対象に、地域農業とJAの現状や事業

内容をご理解いただきたいという気持ちで設立した。地域に貢献をさせていただくのが農協の役割

であるため、応援団活動を通じて准組合員の皆さまから様々なご意見を頂戴し、今後の事業展開を

図りたい」と挨拶した。　

　応援団員として活動する准組合員は自己紹介の中で、「地元JAの取り組み内容を詳しく知りたい」

「農業に関して勉強し、子ども達に伝えたい」などと述べた。総合企画室の鈴木親良室長がJAの設

立目的やJA組合員、当JAの事業内容とビジョンについて説明を行った後、「食育ソムリエ」の資

格を持つ青果部の河原秀昌青果課長と植田隼斗係から、家庭菜園や食育活動についての講習会が行

われた。団員からは、「自宅の小さな畑で色々な種類の野菜を栽培しても障害はないか」など多くの

質問が出され、同職員は土づくりやプランター栽培のコツ、肥料の種類や特徴などについて説明を

行った。さらに、深川マイナリー、広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設、精米施設の見学を行い、普

段はなかなか見ることのできない施設内部を見学し、集荷から調製・出荷までのそれぞれの工程で

最新鋭の設備と徹底した品質管理が行われていること等に関心が寄せられた。

　今年度は時季に合わせた活動を5回に分けて行う。

（ⓒよい食P）

「JAきたそらち地域農業応援団」を設立「JAきたそらち地域農業応援団」を設立
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JAきたそらち女性大学
「カレッジ あみてぃえ」入学式

JAきたそらち女性大学
「カレッジ あみてぃえ」入学式

　6月19日、当JAの組合員（正・准）やその家族である女性を対象とした、JAきたそらち女性大学「カ

レッジ あみてぃえ」の入学式が開催された。

　「カレッジ あみてぃえ」は、JA管内の女性が「食と農」「くらし」「文化」などの学習を通じて、

元気な地域づくり・心豊かな仲間づくりを目指し次世代を担う女性リーダーを育成することを目的

に開校し、JA女性部員や管内に住む准組合員など16名の受講生が入学した。

　開校にあたり、同大学の岩田清正学長（JA代表理事専務）は式辞の中で、「今までは、地元食材

を生かした加工食品などの商品開発や安全・安心を伝えるために女性の力が発揮されてきたが、今

では「農業は男の仕事」という時代は終わり、また近年、法人化や規模拡大をすすめる生産者も増

えた中で、女性視点での農畜産物の生産や販売、経営への参画など、女性の協力なしでは農業がで

きなくなってきている。同大学を開校することにより、JAとしても、より女性の力を最大限発揮で

きる場、自らのスキルアップにつながる場を作り、第一期生としてご入学された皆さま方と、JAと

地域に新しい風を吹かせたい」と述べた。

　岩田学長より受講生に学生証の授与が行われた後、オリエンテーションが行われ、営農企画課職

員より同大学の教育方針や令和2年度カリキュラムが説明され、受講生の自己紹介が行われた。受

講生は自己紹介の中で、「来年の自分がどう変わっているか分からないけど、頑張ってみたい」「新

しい仲間と様々なことを学んでみたい」などと述べた。

　入学式の後は記念講演が行われ、農業振興部の佐藤一久部長が講師として「人、自然、未来にや

さしい暮らし方　今日から始められる一歩～エシカル

ライフ」と題し、綿花をめぐる社会問題を例に、目の

前にあるものを通して、それを作ってくれている人た

ちや運んでくれている人たち、そしてその仕組みを想

像し、遠くの人や環境に配慮する社会になっていくこ

とが大事であることを説明した。

　同大学の受講期間は2年間となり、今年度は時季に

合わせた講習や体験を6回に分けて開催する予定とな

っている。

令和２年度令和２年度

※『あみてぃえ（amitié）』の由来

フランス語で一般的には「友情」と訳

される女性名詞であるが、本来の意味

は「血縁や性的な魅力にも基づかない

二者間で生まれる行為や共感の感情」

を意味する単語

（ⓒよい食P）
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※左から2人目：大井研太、3人目：杉山竜飛、4人目：清水雄斗
※上段丸枠左から1人目：松浦和徳、2人目：妙島大翔、3人目：谷藤　学、
　4人目：岡田汰一、5人目：金田絵利紗、6人目：川上啓太、7人目：徳重雅也

　当JAでは、今年度より労働力を必要とする生産者と近隣

の福祉事業所をマッチングさせる『農福連携』の取り組みを

開始し、6月初旬から音江地区の生産者2戸が、花きの脇芽

取りや下葉取りなどの作業で受け入れを行っている。

　この取り組みでは、個人で雇用契約を結んで働くことが困

難な障がい者に軽作業などの就労訓練を提供する「就労継続支援B型事業所」に協力いただき、深川市

の「NPO 法人 深川市手をつなぐ育成会 深川デイプレイスふれあいの家」、「（一社）創成会 就労継続支

援B型夢工房」、妹背牛町の「（一社）きたそらちウェルフェアリンク アグリーン妹背牛」の3事業所

より受け入れ、当JA管内の生産者宅で作業に従事している。障がい者が事業所を離れてJA施設や生

産者宅で働く『施設外就労』には、事業所の職員も同行し、生産者から依頼された作業をスムーズに行

えるよう指導や補助を行う。

　本年度受け入れを行っている渡邊滋典さん（音江地区）は、「真摯に作業をしてくれるのでとても助

かる。継続して働いて欲しい」と話す。

　今後は「ピーマン」や「ミニトマト」の生産者宅でも就労を行う予定となっている。

【営農企画課　墓田】
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『農福連携』スタート

　6月5日、令和2年度 新規就農者激励状贈呈式が行われ、新規参入やUターン、新規学卒など10名

の新規就農者のうち3名が出席した。役職員が見守る中、柏木組合長から一人ひとりに激励状が手渡さ

れた。柏木組合長は、「地域の先輩方からのアドバイスを取り入れ、明日の担い手として成長してほしい」

と激励の言葉を贈った。

　出席者を代表して、大井研太氏（多度志地区）が「深川マイナリーや広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施

設などの素晴らしい施設を有効活用させていただき、農作物の品質向上を目指していきます」と力強く

決意表明した。

【営農企画課　石野】

令和2年度
新規就農者 激励状贈呈式 支所(地区) 氏 名 

深川(音江) 松浦 和徳 

深川(メム) 
妙島 大翔 

谷藤  学 

深川(一已) 清水 雄斗 

深川(納内) 杉山 竜飛 

深川(多度志) 
岡田 汰一 

大井 研太 

北 竜 
金田絵利紗 

川上 啓太 

幌加内 徳重 雅也 

（ⓒよい食P）
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　青果部の野菜集出荷施設では、続々と旬の野菜の出荷が始まっている。当JA管内の青果

物の生育状況は、５月上・中旬頃は例年に比べ日照時間が少なく、また朝晩寒い日も多いな

ど生育は若干停滞したが、下旬からの好天と、生産者の肥培管理等により品質の良いものが出荷されている。

　なお、胡瓜・さやいんげん（ピテナ）・グリーンピーマン・まるかじりトマトは、深川市道の駅「ライスラ

ンドふかがわ」農産物直売所「eciR」でも販売している。

【青果課　川本】

きゅうり
　5月29日より、きゅうり

の出荷が始まった。この日

は、きたそらち胡瓜生産組

合（本瀬修二組合長、組合

員22戸）の（株）深 川 未

来ファーム（一已地区）が

SからLサイズ計16ケース、83kgを出荷した。

4月下旬頃から定植を開始し、昨年より3日遅

れとなったが、出荷をスタートした。

　同生産組合では今年度、10.2haに作付し、

約30万ケースの出荷、4億3千万円の売上を

見込む。同日、共選作業も始まり、8規格に分

け主に1箱5kgで札幌や名古屋の市場を中心に

出荷する。

グリーンピーマン
　6月8日より、グリー

ンピーマンの出荷が始ま

った。この日は、きたそ

らち果菜生産組合（折野

哲也組合長、組合員7戸）

の（株）三谷農園（音江地区）がＭ規格を中心に

47㎏を出荷した。昨年より1日遅い初出荷とな

った。

　当産地のピーマンは「ピクシー」という品種で、

果肉はやや厚めで炒めても食感が良く、他のピー

マンに比べ苦味成分（クエルシトリン）が少なく

子供にも食べやすい品種となっている。札幌・旭川・

滝川の市場へ向けて10月下旬まで出荷が続く。

夏秋苺
　6月7日より、夏秋苺の出荷が始

まった。夏秋苺は主にケーキ用とし

て販売されるが、一部生食用でも販

売する。この日は、きたそらち苺生

産組合（尾嵜雅一組合長、組合員7戸）の宝利秀次

郎さん（音江地区）、尾嵜雅一さん（メム地区）が、

大きな粒の「3L」という規格を中心に約12kgを

出荷した。昨年より5日遅い初出荷となった。

　今後は徐々に出荷量も増え、旭川市場を中心に

11月中旬頃まで出荷が続く。

さやいんげん（ピテナ）
　6月3日より、さやいんげん

（ピテナ）の出荷が始まった。

この日は、きたそらち豆類生産

組合（神尾綾子組合長、組合員

43戸）の高畑耕一さん（北竜地区）が、Ｍサイ

ズを中心に8箱（2kg/1箱）を出荷した。昨年

より3日遅い初出荷となった。

　今後は徐々に出荷量も増え、出荷のピークは

9月となり関西市場を中心に10月中旬まで出

荷が続く。

旬の青果物が続 と々出荷スタート！旬の青果物が続 と々出荷スタート！

まるかじりトマト
　6月10日より、まるかじりトマトの出荷が始まった。きたそらち大玉トマト

部会（土居健一会長、会員3戸）の高尾義弘さん（メム地区）がM ～ Lサイズ

を中心に計15ケース約60㎏を出荷した。昨年より3日遅い初出荷となった。

　札幌方面を中心に10月上旬まで出荷販売を予定している。同部会では今年度、1.4haに作付けし、

145ｔの出荷、約4千5百万円の売上を見込む。

青果部青果部青果部青果部
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青果部青果部青果部青果部

　6月15日、香りがよく糖度の高さが特徴の青肉メロン「暑寒メロン」が初出荷された。この日は雨

竜メロン部会（橋本貴之部会長、会員25戸）の大橋一夫さんが、1ケース4玉入り計10ケースを出荷した。

今年は融雪が早く、苗の定植は昨年より1週間程早く行われ、4月中・下旬頃の低温による着果不良が

心配されたものの、その後は気温も回復し順調に生育した。この日行われた糖度検査では、糖度16.3

度と高い数値を出した。

　大橋さんは、「受粉後は特に夜温が低く管理が大変だったが、思ったよりも肥大してくれ、無事出荷

を迎えられた。今年も安心・安全な美味しいメロンを

出荷するので、たくさん食べてもらいたい」と笑顔で

話す。

　「暑寒メロン」は、同部会が約4.1haで栽培しており、

今年は1万4千ケースの出荷を見込む。出荷は7月中・

下旬頃にピークを迎え、8月中旬まで続く。

雨竜町・北竜町
特産メロン出荷開始
雨竜町・北竜町
特産メロン出荷開始

初出荷した大橋さん（中央）と妻の玲子さん（中央右）

雨竜暑寒メロン雨竜暑寒メロン

　6月11日、爽やかな香りと甘さが特徴の青肉メロン「北竜ひまわりメロン」が初出荷された。この日は、

北竜メロン生産組合（前田規文組合長、27戸）の渡辺靖範さんが、1ケース4から5玉入り計10ケー

スを出荷した。

　今年は積雪量の少なさが影響し、初出荷は昨年よりも2日早く、過去16年で最も早い初出荷となった。

　渡邊さんは、「サイズは昨年より小玉だが、今年も糖度が16度を超す甘み充分の美味しいメロンが

できた」と笑顔で話す。　

　「北竜ひまわりメロン」は、同生産組合が約6.7ha

で栽培しており、出荷のピークは6月中旬頃から始ま

る。今年は2万5千ケースの出荷、1億円の売り上げ

目標達成を目指す。

初出荷した渡辺さん（前列中央右）

北竜ひまわりメロン北竜ひまわりメロン
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青果部青果部青果部青果部

　6月17日、ラグビーボール形が特徴の小玉すいか「マダーボール」が初出荷された。この日は、きたそら

ちマダーボール生産組合（谷本徹組合長、13戸）の高田敬大・大輝さん兄弟（雨竜町）、川本和幸さん（北竜町）、

三上洋さん（北竜町）が3玉から6玉入り計8ケースを出荷した。初出荷は昨年より8日遅いが、今年は寒

暖の差が激しかったことが影響し、糖度13度と甘さ十分のものが持ち込まれた。

　高田敬大さんは、「降雨不足や寒暖の差が激しかったので、ハウスの開け閉めなど管理は大変だったが、

糖度が高いスイカを作ることができた。新型コロナウイ

ルスに負けないように生産者としても頑張って作っている

ので、消費者の方々には沢山食べてほしい」と話す。

　同生産組合は今年1.27haに作付けしており、今年は

約5千5百ケースの出荷し、約1千3百万円の売上げを

見込む。出荷は10月中旬まで続く。

夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる
夏の風物詩「スイカ」の
出荷始まる

初出荷した高田さん兄弟（右から2、3人目）と

三上さん（左から3人目）、川本さん（左から2人目）

マダーボールマダーボール

　6月7日、北竜町特産の果肉が黄色い「ひまわりすいか」が初出荷された。この日は、ひまわりすい

か組合（5戸）の渡辺俊成組合長が4玉から6玉入り計19ケースを出荷した。今年は融雪が早く定植

は順調に行われ、5月は低温の日が多くハウス内の気温が上がらず作業に遅れが生じたものの、生育は

順調に推移し、平年並みの初出荷となった。

　渡辺組合長は、「今年も寒暖差が激しく温度管理には苦労したが、糖度の乗りが良いスイカができた。

新型コロナウイルスの影響は今のところなく、例年通

り出荷する予定なので、今年も多くの人に食べてもら

えたら」と笑顔を見せる。

　出荷のピークは6月下旬から8月上旬まで続き、約

1万4千ケースを出荷し、約4千万円の売上を見込む。

初出荷した渡辺組合長（前列左端）と
妻の文江さん（前列中央左）

北竜ひまわりすいか北竜ひまわりすいか
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　6月10日、青年部雨竜支部（松平昌広支部長、部員27名）が雨竜町で

巨大な絵を作り出す「田んぼアート」に向け、主食用やカラフルな鑑賞用

水稲苗の田植え作業を行った。

　「田んぼアート」は、同支部が雨竜町道の駅「田園の里うりゅう」横の実

証展示圃場に作り、今年で12回目となる。同町立雨竜小学校の6年生が「炊

飯釜から飛び出す雨竜町特産『暑寒メロン』のキャラクター」と、「I ♥(LOVE) URYU」といった文字など

のデザインを考案した。

　この日は晴天で気温も27度と高い中、部員21名とJA職員などが手作業で田植えを行い、指示役の部員

に植える場所を確認しながら、緑の「ななつぼし」と黄、白、赤の4 色の苗を一列ずつ植えた。またデザイ

ンを考えた児童14名も参加し、目印を頼りに、部員と協力しながら一つひとつ苗を植えた。半日をかけ、

10aの水田に約1万8000株の苗を植えて絵を完成させた。

　圃場横には全体を見下ろせるやぐらが設置されており、7月中旬

から見頃を迎える。同支部の松平昌広支部長は、「今年は新型コロナ

ウイルスの影響で、見に来てほしいというアピールを大々的にでき

ないので、ただ児童に楽しんでほしいという思いで実施した。児童

が笑顔で田植えする姿を今年も見ることができてよかった」と話す。

雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施雨竜田んぼアート　田植え作業を実施
雨竜支所

新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業 松

浦
　
和
徳
　
さ
ん

38
歳

令
和
元
年
５
月

深
川
支
所
　
音
江
地
区

経
営
主
　（
株
）
フ
ァ
ー
ム
マ
ツ
ウ
ラ

代
表
取
締
役
　
松
浦 

保
徳  

さ
ん

　45  

ha
（
水
稲
・
そ
ば
）

ま
つ
う
ら

か
ず
の
り

　
就
農
す
る
以
前
は
、
苫
小
牧
市
の
運
送
会

社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
農
業
経
験
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
で
す
が
、
様
々

な
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
効
率
的
に
経
営

を
進
め
、
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
、
収
量
の
確

保
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
１
日
で
も
早
く
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、

立
派
な
農
業
者
に
な
れ
る
よ
う
、一生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味がある方は、下記

にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご相談願います。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html

（ⓒよい食P）

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



経済部 燃料課からのお知らせ

ストーブ分解整備受付中
　長年使用しているストーブを寒い時期に故障が起きないように整備しませんか？ 
　火が大きくならない、円筒ガラスが曇っている、床暖の暖まりが悪いなど気になる
ことがあればシーズンオフの時期に分解整備をして安心の冬を迎えましょう。

★部品代は別途加算されます。

★お客様宅より取外してお預かりし、分解整備後お届け試運転まで行います。

★上記にないタイプはお問合せをお願いします。

★ストーブ分解整備は3～4年ごとが目安です。

円筒ガラスの曇り、燃焼ポット内部のススを除去して燃焼効率UP！灯油の消費量も軽減！

ストーブ分解整備料金（一部抜粋）
タイプ

床暖ツインヒーター
FF式床暖内蔵型 
煙突式床暖内蔵型
FF式壁置輻射（大型）
FF式壁置輻射（小型）
煙突式壁置輻射タイプ
煙突式壁置タイプ
煙突式角型両面タイプ

¥45,320
¥31,680
¥27,280
¥24,640
¥20,680
¥18,480
¥17,380
¥16,390

UHB、UHF-○○TBFS
UH-F、UFH-○○UKF
UH-○○系、UFH-○○UKC
FF-○○系、FFR-DF、KF、SF
FF-V、VT、VY系、FFR-○○BL
SV-○○系、KSH系
KFH-UKC、USC
KSH-○BS

基本整備料金
（10％税込） 参考型式

音江セルフ給油所
深川セルフ給油所
イチヤンセルフ給油所

（0164）25-2720
（0164）23-2456
（0164）22-1391

（0164）24-3311
（0164）27-2115
（0164）34-2541
（0165）35-2001

納内給油所
多度志給油所
北竜和給油所
幌加内給油所

ご依頼、お問合せは各地区の給油所までご連絡をお願いします。

※雨竜地区は北竜和給油所へご連絡をお願いします。

（9） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　農業後継者不足や経営者の高齢化の進展に伴い、法人への経営転換や事業継承を検討する
組合員が今後更に増加することが予想されます。
　当JAでは旭川市　税理士法人　中央総合会計（平成21年設立、代表社員 井内敏樹氏）
から講師を迎え、平成25年より法人化に向けた研修会を開催しています。

　法人化など新たな経営へ転換する際には、各種の手続きが必要となり、組合員に対して、それ
らの専門知識をもち経営転換を図るための適切なアドバイス、また手続き（別途有料）などをして
いただくため、この度中央総合会計と顧問契約を締結することとなりました。

　6月より、毎月一回の無料税務相談会のほか、組合員又は職員に向けた税務研修会を開催し
ていただき、またJA広報誌を通じても3か月に一回（年4回）、税務に関する最新の情報などを
ご提供いただきます。

　
昨
年
の
10
月
１
日
よ
り
消

費
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
、

複
数
税
率
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
以
前
と
比
べ
記
載
事

項
の
増
え
た
消
費
税
申
告
書

に
戸
惑
っ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
消
費
税
の
改
正
が
農
業
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
ま
ず
、
簡
易
課
税
制
度
で

す
が
改
正
前
は
、
自
ら
生
産

し
た
農
産
物
の
販
売
は
第
３

種
事
業
（
み
な
し
仕
入
れ
率

70
％
）
で
し
た
が
、
令
和
元

年
10
月
１
日
以
降
の
販
売
は

第
２
種
事
業
（
み
な
し
仕
入

れ
率
80
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
食
品
で
あ
る
農

作
物
の
売
上
が
８
％
軽
減
税

率
で
あ
る
の
に
対
し
、
種
苗

や
資
材
と
い
っ
た
経
費
は
10

％
通
常
税
率
と
な
る
為
、
今

ま
で
と
同
様
の
事
業
区
分
で

は
不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
へ
の
対
処
で
す
。

　
で
す
が
、
稲
作
や
畑
作
は

令
和
元
年
に
つ
い
て
は
種
苗

や
資
材
な
ど
の
主
な
経
費
は

10
月
１
日
以
前
の
８
％
の
も

の
が
大
部
分
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
経
費
に
対
す
る
仮
払

消
費
税
は
増
え
て
い
な
く
て

も
、
み
な
し
仕
入
れ
率
が
高

く
な
っ
た
た
め
、
税
額
計
算

で
は
有
利
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
例
年
よ
り
も
消
費
税
の

納
税
が
少
な
い
と
思
わ
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
２
年
度
以
降
は
、
経

費
が
10
％
税
率
の
も
の
が
大

部
分
と
な
る
た
め
に
、
第
３

種
事
業
か
ら
第
２
種
事
業
へ

変
わ
っ
た
こ
と
で
消
費
税
の

納
税
額
が
減
る
分
は
、
種
苗

や
資
材
な
ど
の
経
費
の
増
加

と
し
て
表
れ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
消
費

税
の
納
税
時
に
支
出
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
経
費
等
の
支

出
の
増
加
と
な
っ
て
表
れ
る

た
め
、
資
金
繰
り
に
は
注
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　
ま
た
、
委
託
販
売
な
ど
に

つ
い
て
も
、
以
前
は
手
取
り

額
で
の
売
上
計
上
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
税
率
改

定
後
は
農
作
物
は
軽
減
税
率
、

業
者
に
払
う
手
数
料
は
通
常

税
率
と
消
費
税
率
が
異
な
る

の
で
、
手
数
料
を
引
く
前
の

総
額
で
課
税
売
上
を
計
上
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
納
税
義
務

判
定
の
課
税
売
上
高
１
千
万

円
以
下
、
簡
易
課
税
適
用
の

課
税
売
上
高
５
千
万
円
以
下

の
判
定
基
準
に
影
響
を
与
え

ま
す
。

　　
次
に
本
則
課
税
で
す
が
、

経
費
や
設
備
投
資
に
係
る
消

費
税
率
は
10
％
通
常
税
率
の

た
め
、
今
ま
で
に
比
べ
設
備

投
資
な
ど
で
還
付
申
告
と
な

る
場
合
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
総
収
入
に
対
し
交

付
金
の
割
合
が
高
い
作
物
を

作
っ
て
い
る
場
合
も
還
付
の

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
簡
易
課
税
を
選
択
さ
れ
て

い
る
方
は
、
本
則
課
税
と
の

比
較
検
討
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。
簡
易
課
税
は
計
算
が

容
易
で
す
が
、
設
備
投
資
で

還
付
申
告
と
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
設
備
投
資
を

計
画
し
て
い
る
場
合
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
今
ま
で
は
課
税
・
非
課
税
・

不
課
税
の
区
分
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
複
数
税
率
と
な

っ
た
こ
と
で
、
課
税
取
引
を

更
に
税
率
ご
と
に
区
分
し
て

経
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
特
に
、
自
主
販
売
で
配
送

料
を
別
途
徴
収
し
て
い
る
場

合
に
は
、
配
送
料
は
10
％
通

常
税
率
で
す
。
果
物
狩
り
も

入
園
料
は
通
常
税
率
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
飼
料
用
作
物
・

生
き
た
畜
産
物
や
原
皮
も
通

常
税
率
と
な
り
ま
す
。
実
務

上
判
断
の
困
難
な
ケ
ー
ス
も

出
て
き
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第1回第1回

消
費
税
の
税
率
改
正
が
農
業
に
与
え
る
影
響

 

簡
易
課
税

 

売
上
の
計
上
基
準
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税
を
選
択
さ
れ
て

い
る
方
は
、
本
則
課
税
と
の

比
較
検
討
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。
簡
易
課
税
は
計
算
が

容
易
で
す
が
、
設
備
投
資
で

還
付
申
告
と
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
設
備
投
資
を

計
画
し
て
い
る
場
合
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
今
ま
で
は
課
税
・
非
課
税
・

不
課
税
の
区
分
で
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
複
数
税
率
と
な

っ
た
こ
と
で
、
課
税
取
引
を

更
に
税
率
ご
と
に
区
分
し
て

経
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
特
に
、
自
主
販
売
で
配
送

料
を
別
途
徴
収
し
て
い
る
場

合
に
は
、
配
送
料
は
10
％
通

常
税
率
で
す
。
果
物
狩
り
も

入
園
料
は
通
常
税
率
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
飼
料
用
作
物
・

生
き
た
畜
産
物
や
原
皮
も
通

常
税
率
と
な
り
ま
す
。
実
務

上
判
断
の
困
難
な
ケ
ー
ス
も

出
て
き
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

開催日時：8月7日(金)　午前10時から
開催場所：営農センター小会議室
定　　員：１日5名の人数制限のため要申込
申込期限：7月22日(水)まで　※相談会開催2週間前
申 込 先：農業振興部営農企画課　　墓田（℡：0164-26-0134）
お問合せ：　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　

 

還
付
に
な
る

場
合
の
増
加

 
事
務
作
業
の
増
加
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　信用事業のあり方をめぐり、道内 108 ＪＡでは 2019 年４
月までに①単独②合併③信用事業譲渡（代理店化）の３つの選
択肢に基づく検討が行われた。農協改革集中推進期間が終了す
る一方、マイナス金利の長期化に伴い、信用事業における奨励
金水準の段階的な引き下げが始まる。ＪＡをめぐる環境の変化
を踏まえ、今後も持続可能な経営基盤をどう維持していくのか。
北海道大学・小林国之准教授の進行で、「持続可能なＪＡの事
業運営」について道内ＪＡ関係者にご議論いただいた。

示
し
な
が
ら
、
19
年
４
月
ま
で
に
各
農
協

で
再
点
検
し
て
い
た
だ
い
た
経
過
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
１
０
８
農
協
の
う
ち
、
コ
ス

ト
削
減
や
販
売
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
単
独
の
総
合
事
業
体
と
し
て
や
っ
て

い
く
と
回
答
し
た
の
は
94
農
協
で
、
こ
の

ほ
か
事
業
基
盤
強
化
の
た
め
合
併
を
検
討

し
た
い
と
回
答
し
た
の
は
11
農
協
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
８
農
協
は
す
で
に
合
併
検
討
委

員
会
な
ど
の
枠
組
み
が
あ
る
が
、
枠
組
み

な
し
の
と
こ
ろ
も
３
農
協
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
り
方
検
討
と
は
事
情
が
異
な
る

が
、
日
高
の
３
農
協
が
信
用
事
業
譲
渡
を

選
択
し
て
い
る
。

　

な
お
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
農
林
中
金

や
Ｊ
Ａ
道
信
連
か
ら
の
還
元
率
を
一
律
で
設

定
し
、
各
農
協
の
中
期
計
画
な
ど
を
も
と

に
２
０
２
３
年
度
の
収
支
見
通
し
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
。
日
高
３
農

協
を
除
く
１
０
５
農
協
の
部
門
別
事
業
利

益
を
見
る
と
、
17
年
度
と
比
較
し
て
信
用

事
業
は
全
道
で
約
35
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
共
済
事
業
も
長
期
共

済
保
有
高
の
減
少
に
よ
り
収
益
率
が
下
が

る
た
め
約
11
億
円
減
、
購
買
事
業
も
約
12

億
円
減
。
こ
の
ほ
か
、
販
売
事
業
利
益
は

微
増
の
２
億
円
、
そ
の
他
が
９
億
円
増
で
、

事
業
総
利
益
全
体
で
は
約
47
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
事
業

管
理
費
は
12
億
円
増
え
る
た
め
、
経
常
利

益
は
71
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
。
17
年
度
と
比

較
し
て
35
％
ほ
ど
厳
し
く
な
る
と
い
う
結

信
用
事
業
は

全
道
で
約
35
億
円
の
減
少

小
林　

今
日
の
テ
ー
マ
は
「
持
続
可
能

な
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
」。
農
協
改
革
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
に
一
定

の
評
価
も
出
て
き
て
い
る
が
、
経
営
の
視

点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
か
な
り
シ
ビ

ア
な
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
20
年
度

か
ら
農
林
中
金
の
奨
励
金
引
き
下
げ
が
始

ま
り
、
金
融
事
業
を
中
心
と
し
た
都
府
県

の
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
地
帯
の
北

海
道
の
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
農
協
改
革
や

金
融
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
農
協
経
営

の
あ
り
方
と
し
て
、
全
道
の
方
向
性
と
各

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
な
ど
を
う
か
が
い
た
い
。

最
初
に
中
央
会
が
19
年
４
月
に
取
り
ま
と

め
た
各
Ｊ
Ａ
の
あ
り
方
検
討
の
状
況
を
。

柴
田　

５
年
間
の
農
協
改
革
集
中
推
進

期
間
が
19
年
５
月
に
終
了
し
、
ひ
と
つ
の

区
切
り
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
に
い
ろ

い
ろ
な
改
革
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
同
時

に
、
金
融
情
勢
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
長
期

化
し
、
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く

変
わ
り
、
そ
こ
に
農
協
も
飲
み
込
ま
れ
つ
つ

あ
る
。
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
向
け
て

全
道
１
０
８
農
協
の
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
農
林
中
金
の

奨
励
金
引
き
下
げ
を
前
提
に
そ
れ
ぞ
れ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
い
、
単
独
、
合

併
、
信
用
事
業
譲
渡
の
３
つ
の
選
択
肢
も

ＪＡグループ北海道座談会　持続可能なＪＡの事業運営を考える

特集

上

【出席者】
小林　国之
　北海道大学大学院農学研究院准教授
柴田　倫宏
　ＪＡ北海道中央会専務理事
宮本　英靖
　ＪＡピンネ代表理事組合長
佐藤　正昭
　ＪＡこしみず代表理事組合長

出典：『北海協同組合通信 2020 新春特集号』
　　  「持続可能なＪＡの事業運営」北海道協同組合通信社
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果
が
出
て
い
る
。

宮
本　

当
農
協
で
も
影
響
は
大
き
く
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
22
年
に
は
現

行
と
比
較
す
る
と
信
連
か
ら
の
奨
励
金
で

約
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
落
ち
る
。
し
か
し
、

今
ま
で
も
農
協
本
来
の
姿
は
、
組
合
員
の

結
集
が
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
農
産
物
を

し
っ
か
り
集
荷
し
て
有
利
販
売
す
る
こ
と
が

第
一
で
、
こ
の
農
産
物
の
販
売
が
金
融
・
共

済
、
経
済
事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
組
合
員
の
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
農
産
物
の
集
荷
率
を
高
め
、

さ
ら
に
系
統
が
有
利
販
売
を
続
け
て
い
け

ば
、
何
と
か
乗
り
切
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

小
林　

し
か
し
、
５
０
０
０
万
円
と
い
う

の
は
大
き
な
額
だ
。
畑
作
・
酪
農
地
帯
に

比
べ
て
水
田
地
帯
は
貯
貸
率
が
低
く
、
預

金
運
用
が
中
心
。
よ
り
大
変
な
の
で
は
な

い
か
。

宮
本　

確
か
に
貯
貸
率
は
７
％
で
預
金
の

割
合
が
高
く
、
そ
の
分
今
回
の
奨
励
金
引

き
下
げ
は
非
常
に
き
つ
い
。
た
だ
販
売
面

に
お
い
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
米
の
集
荷
率

が
93
％
と
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
農
協
に
対

す
る
組
合
員
の
理
解
を
つ
な
い
で
い
き
な
が

ら
、
農
協
離
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
信
用
事
業
の
減
収
分
は
全
体
で
カ
バ
ー

で
き
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
だ
。

　

２
０
０
６
年
に
営
農
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、
営
農
部
と
農
産
部
を
ひ
と
つ
の
組
織

に
入
れ
る
と
同
時
に
、
営
農
部
の
中
に
営

農
渉
外
課
を
設
け
た
。
こ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は

４
人
で
、
仕
事
は
農
家
回
り
が
専
属
。
中

身
は
生
産
資
材
の
推
進
、
営
農
相
談
、
農

作
業
の
人
材
派
遣
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
農
協
へ
の
結
集
と
集
荷
率
の
向

上
が
図
ら
れ
、
そ
の
延
長
で
金
融
、
共
済

事
業
に
結
び
つ
い
て
い
け
ば
い
い
と
考
え
て

い
る
。
実
際
に
渉
外
課
を
始
め
て
か
ら
販

売
高
は
２
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
伸
び
て
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
農
協
経
営
に
と
っ
て
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

小
林　

ピ
ン
ネ
の
営
農
渉
外
課
は
、
全

国
的
に
見
る
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
近
い
仕
組
み
だ
と

思
う
。
組
合
員
と
の
関
係
性
や
若
い
世
代

の
変
化
は
。

宮
本　

営
農
渉
外
課
の
組
合
員
訪
問
は

毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
特
に
何
も
用
意
せ

ず
に
う
か
が
う
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
中

で
、
基
本
的
に
農
協
は
皆
さ
ん
が
つ
く
っ
て

皆
さ
ん
が
利
用
す
る
組
織
で
あ
り
、
い
い

と
こ
取
り
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
、
皆

さ
ん
が
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

指
導
は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

併
せ
て
青
年
部
組
織
に
も
渉
外
課
の
担
当

者
な
ど
が
顔
を
出
し
、
青
年
部
の
中
か
ら

次
の
農
協
の
経
営
者
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
も
伝
え
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

若
い
世
代
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

た
気
が
す
る
。
ま
た
、
以
前
は
渉
外
課
に

女
性
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
た
め
農
家
の

お
母
さ
ん
や
娘
さ
ん
な
ど
の
相
談
ご
と
も

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
職
員
の
配

置
を
工
夫
し
な
が
ら
将
来
に
向
け
再
設
置

を
考
え
て
い
る
。

小
林　

全
国
的
に
見
て
も
農
家
の
女
性

の
声
を
き
ち
ん
と
く
み
上
げ
る
と
い
う
の

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
北
海
道
は

ま
だ
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
農
協
へ

の
結
集
力
と
い
う
面
か
ら
も
、
経
営
主
は

も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
声
を
聞
く
こ
と
で
さ

ら
に
広
が
り
が
出
て
く
る
と
思
う
。
こ
の

ほ
か
、
組
合
員
と
の
対
話
と
い
う
意
味
で

は
、
ピ
ン
ネ
で
は
全
職
員
が
農
事
組
合
組

織
な
ど
に
出
向
く
一
斉
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

宮
本　

そ
れ
は
渉
外
課
と
は
ま
た
別
の

「
相
談
機
能
」
と
い
う
組
織
体
で
、
１
２

１
人
の
職
員
を
５
人
平
均
で
21
班
に
分
け
、

管
内
全
地
区
に
割
り
振
り
、
春
は
米
の
契

約
や
水
田
の
作
付
け
、
秋
は
集
荷
体
制
の

相
談
な
ど
に
出
向
い
て
い
る
も
の
。
農
協

か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
組
合
員
か

ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
「
来
て

く
れ
」
と
言
わ
れ
て
行
く
こ
と
も
あ
る
。

小林　国之
（こばやし・くにゆき）

1975 年北海道生まれ。北海

道大学大学院農学研究科を修

了後、助教を経て 2016 年か

ら現職。地域連携経済学研究

室。主著は「ホクレン販売事

業にみる経済連の組織機構と

機能」「総合農協のレーゾン

デートル」「北海道から農協改

革を問う」など。

柴田　倫宏
（しばた・みちひろ）

1966 年生まれ、北海道大学

農学部卒。88 年北農中央会入

会、90 年函館支所、95 年帯

広支所、99 年農業対策部畑

作農業課、2006 年札幌支所、

09 年基本農政対策室、12 年

農業対策部畑作農業課長、13

年同酪農畜産課長、16 年東

京事務所長、17 年常務理事、

19 年 9 月から現職。
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佐
藤　

問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
は
金
融
農

協
で
は
な
く
、
販
売
農
協
だ
と
い
う
こ
と
。

ま
ず
そ
こ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。
農
協
は
金
融
・
共
済
で
成
り
立
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
が
ち
で
、
も
ち
ろ
ん
金

融
の
利
益
も
あ
る
が
、
基
本
は
営
農
指
導

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
家
の
皆
さ
ん
の

生
産
力
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
組
織
。
常

に
そ
こ
を
真
ん
中
に
置
い
て
や
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
さ
り
と
て
、
金
融
・
共
済

は
農
家
組
合
員
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
か

ら
も
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
も
准
組

合
員
が
６
割
以
上
を
占
め
、
地
域
住
民
に

支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
小
清
水

に
は
郵
便
局
と
信
金
も
あ
る
が
、
金
融
の

シ
ェ
ア
は
農
協
が
約
７
割
。
地
域
住
民
の
生

活
を
守
る
た
め
に
必
要
な
組
織
に
な
っ
て
い

る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
う
ち

は
交
付
金
を
入
れ
た
年
間
の
売
上
が
１
４

０
億
円
ほ
ど
あ
り
、
貯
金
は
２
６
０
億
円

ぐ
ら
い
扱
っ
て
い
る
が
、
５
年
後
に
は
事
業

利
益
が
約
５
０
０
０
万
円
減
る
。
そ
の
先

は
も
っ
と
減
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
は
工
夫
次
第
だ
ろ
う
。
当
然
こ
れ
か

ら
も
金
融
事
業
は
譲
渡
せ
ず
に
し
っ
か
り
や

る
。

　

た
だ
、
営
農
指
導
の
中
身
を
細
か
く
見

る
と
、
土
地
の
売
買
か
ら
税
金
対
策
、
農

作
業
事
故
の
対
応
、
さ
ら
に
は
冠
婚
葬
祭

や
高
齢
者
の
悩
み
ご
と
の
相
談
な
ど
、
相

当
幅
広
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

金
融
・
共
済
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
す
れ

ば
、
そ
こ
は
組
合
員
に
き
ち
ん
と
説
明
し
、

営
農
指
導
は
す
べ
て
無
償
と
い
う
認
識
は
、

少
し
ず
つ
変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
組
合
員
に

正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

今
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
実

は
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

小
林　

組
合
員
の
理
解
や
教
育
と
い
う

面
で
、
小
清
水
は
地
域
の
歴
史
を
組
合
員

に
伝
え
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。佐

藤　

そ
こ
を
一
生
懸
命
や
ら
な
い
と
、

自
分
一
代
で
こ
こ
ま
で
き
た
よ
う
な
感
覚
に

な
っ
て
、
ひ
と
り
で
何
で
も
で
き
る
と
錯
覚

す
る
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
先
ほ
ど
米

の
集
荷
の
話
が
あ
っ
た
が
、
う
ち
は
畑
作

３
品
が
中
心
な
の
で
少
し
違
う
け
れ
ど
も
、

系
統
利
用
が
当
た
り
前
と
い
う
空
気
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
。
生
産
部
会
な

ど
で
も
、
た
だ
罰
則
規
定
を
設
け
た
の
で
は

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
払
え
ば
い
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
話
に
な
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
皆

で
決
め
た
こ
と
は
皆
で
守
り
、
地
域
で
守

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
。
そ
れ
が
寄
り
集
ま
っ
て
農
協
へ
の
結
集

に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
農
協
と
し
て

も
組
合
員
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知

り
、
い
か
に
し
て
こ
ち
ら
を
向
い
て
も
ら
う

か
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。

農
政
運
動
の
重
要
性
を
再
確
認

小
林　
一
連
の
農
協
改
革
の
動
き
に
つ
い

て
、
実
際
に
組
合
員
の
人
た
ち
は
ど
れ
ぐ

ら
い
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
中
央
会
の
連
合
会
化
な
ど
、

人
ご
と
の
よ
う
な
思
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
は
問
題
だ
と
思
う
。

佐
藤　

多
く
の
組
合
員
に
と
っ
て
は
人
ご

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
気
に
し
て
い
る
部
分

は
あ
る
し
、
よ
く
言
え
ば
、
組
合
長
や
役

員
に
任
せ
て
お
け
ば
安
心
だ
と
思
っ
て
く
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
人
ご

と
で
は
な
い
と
伝
え
る
に
は
、
ひ
と
つ
は
組

合
員
教
育
を
や
っ
て
、
政
治
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
努
力
を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
小

清
水
で
は
５
年
ほ
ど
前
に
農
民
連
盟
が
解

散
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
組
合
員
が
勉
強

す
る
場
所
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
新
た
に
農
政
協
議
会
を
つ
く
り
勉
強

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
農
業
は
交

付
金
の
割
合
が
大
き
く
、
中
央
会
を
中
心

宮本　英靖
（みやもと・ひでやす）

1953 年生まれ。拓殖大学北

海道短期大学卒。99 年にＪＡ

ピンネ監事、2002 年代表理

事専務を経て、08 年から現職。

17 年からは空知農協連副会

長、空知管内農協組合長会副

会長、ホクレン理事を務める。

道農協米対策本部委員。

佐藤　正昭
（さとう・まさあき）

1948 年生まれ。93 年ＪＡ

こしみず理事、02 年から現職。

08 年からホクレン理事、11

年からオホーツク農協組合長

会会長、オホーツク農協連代

表理事会長、ＪＡ道中央会理

事、ＪＡ全農総代などを務め

る。
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と
し
た
農
政
活
動
が
あ
っ
て
初
め
て
経
営
が

成
り
立
つ
。
決
し
て
自
分
ひ
と
り
の
力
で

生
活
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
は

き
ち
ん
と
制
度
を
含
め
て
教
え
て
い
か
な

け
れ
ば
。

　

た
だ
、
今
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
情

報
が
入
る
し
、
農
業
団
体
と
同
じ
よ
う
な

活
動
を
す
る
組
織
も
出
始
め
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
国
に
要
請
し
て

や
っ
と
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
、
メ
ー
ル

な
ど
で
す
ぐ
手
に
入
る
。
そ
れ
も
言
っ
て
み

れ
ば
情
報
の
い
い
と
こ
取
り
で
、
農
協
も

農
連
も
関
係
な
い
と
い
う
人
が
出
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

小
林　

中
央
会
も
９
月
か
ら
連
合
会
と

な
っ
た
が
、
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代

表
す
る
組
織
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
中
央
会

が
果
た
し
て
き
た
機
能
や
役
割
、
存
在
意

義
な
ど
を
、
末
端
の
組
合
員
に
も
見
え
る

よ
う
な
形
に
変
え
、
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

柴
田　

中
央
会
も
連
合
会
に
な
っ
て
ス
リ

ム
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
や
る
べ
き

こ
と
は
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
思
い
で
19
年
４
月
に
第
４

次
中
期
計
画
を
立
て
、
３
つ
の
基
幹
事
業

と
と
も
に
、
農
政
事
業
を
重
点
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
中
で
特
に
農
政
運

動
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル

グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
時
代
は
、
外
圧
を
利

用
し
て
自
ら
勉
強
し
、
組
織
に
結
集
す
る

と
い
う
、
ま
さ
に
協
同
組
合
運
動
の
原
点

と
も
言
う
べ
き
状
況
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
空
中
分
解
し
て
２
国
間
の
経
済
連

携
に
移
っ
て
き
た
こ
ろ
か
ら
、
後
の
農
協
改

革
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
運
動
の
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
の
は
事
実
。
中
央
会

が
進
む
べ
き
道
は
中
期
計
画
に
示
し
た
が
、

組
合
員
教
育
を
含
め
た
具
体
的
な
運
動
の

あ
り
方
な
ど
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

佐
藤　

私
が
組
合
長
に
な
っ
た
当
時
は
Ｗ

Ｔ
Ｏ
が
あ
り
、
よ
く
全
道
の
組
合
長
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
運
動
に
出
た
。
国
に
も
要
請

に
行
っ
た
し
、
全
国
大
会
な
ど
に
も
参
加
し

た
。
し
か
し
最
近
は
そ
う
い
う
機
会
が
減

り
、
参
加
す
る
組
合
長
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
も
の
は
自
分
で
参
加
し
て

経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員
に
対
し

て
し
っ
か
り
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
農

政
運
動
の
中
で
も
そ
こ
が
今
、
非
常
に
足

り
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

柴
田　

農
業
団
体
が
大
会
や
集
会
を
開

催
す
る
と
、
外
か
ら
は
「
こ
ぶ
し
を
挙
げ

て
い
る
」
と
見
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
際
は
そ
れ
に
よ
り
組
織
内
の

結
集
が
高
ま
っ
た
り
、
地
元
に
戻
っ
た
と
き

に
よ
り
正
確
な
情
報
を
組
合
員
に
伝
え
ら

れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
を
も
う
一

度
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
全
中
主
催
の
大
会
も
開

か
れ
な
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
２
年
「
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
名
前
で
開
催
し
て
お

り
、
農
政
運
動
に
対
す
る
危
機
意
識
の
表

れ
だ
と
思
う
。

佐
藤　

そ
こ
は
形
を
変
え
て
で
も
や
ら
な

い
と
だ
め
だ
。
農
協
改
革
の
中
で
ひ
と
つ

よ
か
っ
た
の
は
、
う
ち
の
組
合
員
は
中
央
会

の
役
割
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
ホ
ク

レ
ン
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
言
う
が
、
「
中

央
会
は
絶
対
に
必
要
な
組
織
」
と
い
う
理

解
が
組
合
員
に
あ
っ
た
こ
と
。
正
直
意
外

だ
っ
た
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。
や
は
り

農
政
活
動
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
を
緩
め
て
は
い
け
な

い
。柴

田　

農
協
と
い
う
の
は
経
済
事
業
体

で
あ
る
と
同
時
に
運
動
体
で
あ
り
、
手
法

を
含
め
て
運
動
体
の
部
分
を
や
や
疎
か
に

し
て
き
た
こ
と
が
、
今
日
の
組
合
員
の
組

織
離
れ
を
招
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、

そ
こ
は
中
央
会
の
役
割
が
大
き
い
。
し
っ
か

り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
林　

な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
部
分

で
あ
り
、
特
に
比
較
的
若
い
世
代
は
農
政

運
動
と
い
う
言
葉
に
距
離
を
置
き
た
が
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
北
海
道
の
場
合
、
農

政
運
動
の
成
果
と
し
て
手
に
し
て
き
た
も
の

は
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
最
近
は
個
人

が
自
由
に
や
る
こ
と
を
助
長
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
て
、
国
が
示
す
政
策
の
方
向
に

沿
い
「
そ
れ
に
ど
う
合
わ
せ
る
か
」
と
い

う
手
法
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
。

柴
田　

確
か
に
、
畑
作
物
な
ど
は
当
時

の
品
目
横
断
な
ど
北
海
道
主
導
で
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
き
た
が
、
米
は
全
国
の
仕
組
み

の
中
で
ど
う
北
海
道
に
合
っ
た
運
用
に
し
て

い
く
か
と
い
う
の
が
、
最
近
の
動
き
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
特
に
米
政
策
の
見
直
し
が

始
ま
っ
た
こ
こ
数
年
、
農
政
運
動
の
中
で
農

水
省
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
北

海
道
が
求
め
る
具
体
的
な
仕
組
み
を
北
海

道
提
案
型
で
強
く
誘
導
し
て
き
た
部
分
が

あ
る
。

宮
本　

具
体
的
に
は
、
全
国
一
律
の
米
政

策
の
中
で
、
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
地
域
で

フ
リ
ー
に
配
分
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

要
望
し
、
道
枠
と
地
域
枠
と
い
う
や
り
方

で
対
応
し
て
も
ら
っ
た
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
う
。
ま
た
米
の
作
付
面
積
に
関

し
て
も
、
加
工
用
米
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
水

張
り
転
作
に
地
域
で
自
由
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
わ
れ
わ
れ

が
要
請
し
な
が
ら
、
農
水
省
と
一
緒
に
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
き
た
も
の
。
こ
こ
は
も
う
少

し
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
林　

こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
地
道
な

農
政
運
動
の
成
果
を
地
域
農
業
の
振
興
や

農
協
事
業
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
た
だ
、
本
来
は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
一
体

と
な
っ
て
展
開
し
て
き
た
の
が
日
本
の
農
協

の
特
質
で
あ
り
、
今
は
そ
こ
が
分
断
さ
れ

て
き
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

（
㊦
は
８
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）
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　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、5月 13日に北海道農協酪農畜産対策
本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及び令和 3
年度酪農畜産政策・価格対策に向けた対策等について協議しました。
　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の最大化を図る
とともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。
　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な対策を継続して要請することとしました。
　令和3年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の内容を踏まえ、
7月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向けた政策提案の内容を決定いたします。
なお、新型コロナウイルスによる国内経済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・
乳製品の需要低下が懸念されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急
対策も踏まえ、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　2008 年度から全国の子どもたちに向けて食農
教育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教育応
援事業」を展開しています。本事業の一環として、
子どもたちが食・環境と農業への理解を深めるきっ
かけとなることを願い、小学5年生を中心とする高
学年向けの補助教材「農業とわたしたちのくらし」
を作製しています。道内においては、本年度、約
5万部の冊子とＤＶＤを全道の小学
校へ贈呈いたしました。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全に。『お
うち時間を充実させよう！』」をテーマに、ＪＡ共済
のホームページに様々なお役立ちコンテンツをご用
意しております。コンテンツは、〇おうちでできる
健康増進活動　〇おうちでじっくり、交通安全を学
ぼう　〇おうちの防犯、コロナ詐欺が増えています　
〇健康・介護ほっとラインをご紹介しております。
　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ごして
いただく」、「子どもたちが
楽しく交通ルールを学べる」
取組みとしてぜひご活用く
ださい。

ホクレン
　ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、新型
コロナウイルスの感染拡大が深刻化した4月下旬から
5月にかけて、医療スタッフへの感謝と、子どもたち
の健康増進を願う気持ちを込めて、道内医療機関や
札幌市内の保育園、幼稚園などに200ml パック換算
で計 16万本相当の牛乳を無償で提供しました。また
ホクレンは、厳しい社会状況の中でも、ひたむきに農
作業を続ける道内生産者の姿を伝えようと、ホクレン
アンバサダーの森崎博之さんを起
用したテレビCM＝写真＝を制作、
道内民放各局で放映しました。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行しており
ます。年 3回発行しており、様々な医療・健康情報
を発信しております。
　ホームページにも
バックナンバーを掲
載しておりますので、
是非ご一読ください。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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こ
の
疾
患
で
は
動
脈
硬
化
な
ど
の
原
因
に
よ
り
生
じ
た
腎
動
脈
の
狭
窄
に
よ
り
、
腎
血
流

が
低
下
す
る
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
腎
臓
か
ら
見
れ
ば
血
流
が
低
下
し
た
の
は
血
圧
が
下

が
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
昇
圧
系
の
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
レ
ニ
ン
・
ア

ル
ド
ス
テ
ロ
ン
を
亢
進
さ
せ
ま
す
。
も
と
も
と
低
血
圧
で
は
な
い
の
で
過
度
に
昇
圧
す
る
こ

と
と
な
り
高
血
圧
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
好
発
は
30
歳
以
下
ま
た
は
50
歳
以
上
。
急
速
に
発
症
ま
た
は
増
悪
し
、
治
療
抵
抗
性
を
し

め
す
高
血
圧
で
す
。
聴
診
で
腹
部
に
著
し
い
血
管
狭
窄
に
よ
る
血
管
雑
音
が
あ
る
場
合
に
疑

い
ま
す
。
血
液
検
査
で
、
レ
ニ
ン
、
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
が
上
昇
、
超
音
波
に
よ
る
腎
血
流
ド

プ
ラ
検
査
で
腎
動
脈
に
狭
窄
が
み
ら
れ
る
場
合
は
腎
血
管
性
高
血
圧
を
考
え
ま
す
。
さ
ら
に

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
て
、
腎
動
脈
の
狭
窄
が
あ
れ
ば
、
腎
動
脈
造
影
を
行
い
狭
窄
部
位
、
狭
窄

程
度
を
確
定
し
、
診
断
し
ま
す
。

　
治
療
と
し
て
は
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
管
拡
張
術
が
第
一
選
択
と
な
り
ま
す

が
、
困
難
な
場
合
は
外
科
的
腎
血
流
再
建
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
血
行
再
建
術

の
適
応
の
な
い
症
例
や
手
術
ま
で
の
間
の
症
例
で
は
、
薬
物
療
法
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
原
因
で
あ
る
動
脈
狭
窄
を
治
療
し
な
け
れ
ば
、
高
血
圧
が
改
善
し
に
く

い
た
め
、
通
常
の
本
態
性
高
血
圧
と
は
治
療
方
針
が
異
な
り
ま
す
。
数
は
少
な
く
て
も
、
見

落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

腎
血
管
性
高
血
圧

た
か
は
し
内
科
消
化
器
内
科
　院
長

高
　橋
　公
　平

◆オクラのおかかナムル

◎作り方

お料理コーナー

①オクラはへたとがくを取り除き、横半分に切る。ネギはみじん切りにする。
②耐熱容器に①のオクラ、水大さじ1を入れ、ラップをして電子レンジ（600w）で1分加熱する。そのまま1分蒸
らし、上下を返してさらに1分加熱する。
③熱いうちにA、①のネギを加えて混ぜ、器に盛る。
●メモ　火を使わずに作る、夏にぴったりの小鉢です。

『家の光』2018年８月号「家の光料理カード」から　調理：脇　雅世

◎材料（4人分）

オクラ　……………………………………　16本（160g）

長ネギ　……………………………………………………　7cm

　　しょうゆ　……………………………………　小さじ2

　　ゴマ油　………………………………………　小さじ2

　　削り節（あれば粉節）　……………　小さじ1と1/2

　　砂糖　………………………………………　ひとつまみ
｛Ａ転載不可
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

六月俳句六月俳句六月俳句

５月号の正解は
「コイノボリ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　坂田　一敏　様
雨 竜 町　　岡村　智子　様
雨 竜 町　　岡部　利恵　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3
4
5

7

8

10

11
13

14

15
16
17

田に張った水
水をあびること
地中から採掘した精製前の石油
物の端の尖ったところ、また
道の折れ曲がっているところ
熱帯のように夜になっても涼
しくならず、寝苦しい夜
車や船、航空機などで人や物
を運ぶこと
東南アジアに位置する立憲君
主制国家、首都はバンコク
おろかな人間、愚者
学生に限って料金を割り引く
こと
和装で、長着の上に着る丈の
短い外衣
旅客を宿泊させて営業する家
夏→○○→冬
ブナ科の落葉樹で、イガに包ま
れた実は菓子などに使われる

1

3
4

6

7

8
9
10

12

14
15
16

17
18

19

ほんの僅かなはした金、○○一
文まけられない
左の反対
病気やケガを手術などによって
治療する医学分野
土の中にすむ、手足がなくて、
ひものように細長い動物
粘っこい土、子どもの工作材料
としてよく使われる
柚子
朝、葉の上などに降りたつゆ
和装の際に足に履く、つま先が親
指と他の指の部分に分かれている
感染症予防に必要不可欠、手洗
いと○○○
灰のようなうすい黒色
野菜を売る店や人のこと
徳島県（旧：阿波国）を発祥と
する盆踊り
芥川龍之介の短編小説、○○の糸
細かい水滴が、煙のようにかか
る現象
イタリアの都市、2006年の冬
季オリンピック開催地

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切７月31日消印有効で当選者とクイズの答えは９月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
軒
下
に
声
の
か
す
れ
て
恋
の
猫
　
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
先
ん
ず
る
吾
が
影
せ
か
す
農
の
春
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
過
疎
の
地
に
声
を
投
げ
か
け
鳥
帰
る
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
障
害
を
乗
り
越
え
押
し
の
け
春
の
川
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
子
の
夢
の
次
つ
ぎ
生
ま
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉
　
　
　
松
木
　
五
月

　
春
眠
に
良
き
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
け
り
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
春
の
雷
聞
い
て
作
業
の
始
ま
り
て
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
渋
滞
車
先
に
斜
光
の
ひ
ま
わ
り
野
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
三
密
を
避
け
て
高
ら
に
揚
雲
雀
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
ダ
ー
ビ
ー
は
無
敗
の
青
や
父
も
ま
た
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
早
苗
田
は
日
ご
と
す
り
足
水
碧
む
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
石
蹴
り
の
昭
和
が
遠
い
夏
休
み
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
ふ
る
さ
と
の
一
筆
書
き
の
滝
の
文
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

●
土
筆
俳
句
会

　
咲
き
ま
し
た
形
見
の
大
輪
百
合
ひ
と
枝
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
紫
の
風
呼
ぶ
庭
の
花
あ
や
め
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
子
に
逢
え
ぬ
ま
ま
に
五
月
え
お
過
し
け
り
　
　
坂
本
　
朱
実

　
目
に
若
葉
ひ
と
り
暮
ら
し
よ
ち
と
寂
し
　
　
　
引
地
紀
代
子

　
茶
の
間
か
ら
夏
満
月
を
手
で
つ
か
む
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
知
ら
ぬ
地
の
う
ぐ
い
す
我
を
歓
待
か
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
早
苗
田
に
山
並
み
映
す
日
暮
れ
里
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
師
逝
く
の
報
の
呆
然
白
雨
急
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4 4 5

6 7

8 9 8

10 12 11

12 13 14

13 15 15

16 17 17

18 19

D
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A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の修繕ほかについて
６．令和元年度　農協経営分析について
７．職員の人事及び業務事故について
８．JAきたそらち創立20周年記念誌の発刊に

ついて 
９．JAにおけるマネロンガイドラインとの

ギャップ分析の報告  
10．貸出実行報告について
11．持続化給付金について
12．スマート農業推進に向けた新たな組織立ち

上げについて

13．令和2年度　農福連携に係る取り進めに
ついて

14．令和2年度　主要農産物の生育概況（5
月15日現在）について

15．水稲病害虫防除推進方針について
16．令和2年度　畑作物試験研究計画につい

て
17．令和2年度　種子馬鈴薯圃場検査ついて
18．小麦集荷に係る職員配置（案）について
19．畜産物の販売状況について
20．青果・花き販売実績について
21．広域花きセンター R1年度収支決算書　

R2事業計画について
22．経済部事業実績について
23．令和2年度営農用灯油特別対策について

議案第１号　役員補欠選挙に伴う委員会委員の
構成について

議案第２号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第３号　信用事業及び財産の状況に関する

説明書類の縦覧について
議案第４号　職員の夏期手当の支給について
議案第５号　貸出金の貸付について
議案第６号　クミカン貸越極度額の変更について

議案第７号　令和2年産米の取り扱いについて
議案第８号　令和2年産　特定米穀出荷及び

予約前渡金について
議案第９号　令和2年産　「玄そば」の取り

扱いについて
議案第10号　令和2年産　農産物予約前渡金

及び概算金について

提
出
議
案

組合員の動き
（令和２年5月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,359
88

5,905
314
973

当月末
39
0

186
17
16

脱退
9
2
51
0
1

加入
1,389
86

6,040
331
988

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和２年５月実績

計画対比　　＋

前年対比　　△

66,864kWh 発電電力

○累計（R1.12～R2.５）

259,771kWh
11,718kWh

6,511kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

74,675kWh

2,461kWh

報
　告
　事
　項

第６回理事会 〈令和2年６月５日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部 融資課からのお知らせ
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